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まちづくりアンケート調査結果について 

 

 

 

１）背景・経過 
○令和元年度実施の市民アンケート調査は、回答者の約 70％が 60 歳以上の高齢者 

○今後、急速な人口減少・高齢化が予測される近鉄小倉駅周辺地区において、若い世代が 定住

するためには何が必要なのか、また、にぎわい創出に対して若年層はどのような意識をもっているのか

を調査し、今後のまちづくりの参考とするため実施。 

○意見聴取の手法はワークショップおよびアンケートとし、平成 30 年度、令和元年度に引き続き、京

都府立大学と共同で実施。 

 

●京都府立大学地域貢献型特別研究（府大ＡＣＴＲ） 

平成１６年度から、京都府政の推進及び府域の発展に寄与し、社会的貢献を果たすため、府域の

課題等に的確に対応した地域振興、産業・文化の発展等に関する調査・研究活動の推進を図るこ

とを目的として、「京都府立大学地域貢献型特別研究（府大ＡＣＴＲ）」を実施。宇治市が近鉄

小倉駅周辺地区のまちづくり検討について申請し、H30・R1・R2 と採択。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 若年層への意見聴取について 

中学校・高校の位置と中学校区 
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２）実施概要 
（１）【中学生】 ・・・ 回答者は地区やその周辺に居住 

●宇治市立西小倉中学校 

令和 2 年 10 月 29 日（木） 

・2,3 時間目:1 年生 約 80 名 

・5,6 時間目:2 年生 約 80 名 

●宇治市立北宇治中学校 

令和 2 年 11 月 19 日（木） 

・5,6 時間目:3 年生 約 150 名 

＜実施内容＞ 

① 近鉄小倉駅周辺地区におけるまちづくりの概要説明（1 時間）: 体育館 

② ワークショップ（1 時間）: 各教室 

③ アンケート調査 : ①、②を踏まえ各学校で実施 

 

■西小倉中学校 

     

 

 

 

 

■北宇治中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）【高校生】 ・・・ 回答者のおよそ半数が近鉄小倉駅を通学で利用 

●京都府立城南菱創高等学校 

令和 2 年 11 月中旬 

1 年生 約 220 名 / 2 年生 約 220 名 / 3 年生 約 210 名 

＜実施内容＞ 

・アンケート調査 : 概要説明資料と共にアンケートを配布（学校指導のもとで実施） 
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３）アンケート結果と回答の傾向について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36

42

57

0 20 40 60

⑨いろいろなお店（飲食店）がある外食に便利な駅前

⑧いろいろなお店（食料品）がある買い物に便利な駅前

⑦いろいろなお店（本屋、100円ショップなど日用品）がある買

い物に便利な駅前

⑥バス・タクシー乗り場、自転車置き場などがある電車を利用す

るのに便利な駅前

⑤娯楽施設（カラオケ、アニメ、ゲーム等が楽しめるところ）が

充実している駅前

④人が集えるオープンスペース（広場など）やベンチなどのある

ゆったりとした駅前

③図書館や習い事教室（塾など）のある学ぶところの多い駅前

②水や緑が多くある自然豊かな駅前

①電車を利用するのに便利なマンション・住宅地

16

0 5 10 15 20

⑨いろいろなお店（飲食店）がある外食に便利な駅前

⑧いろいろなお店（食料品）がある買い物に便利な駅前

⑦いろいろなお店（本屋、100円ショップなど日用品）がある買い

物に便利な駅前

⑥バス・タクシー乗り場、自転車置き場などがある電車を利用する

のに便利な駅前

⑤娯楽施設（カラオケ、アニメ、ゲーム等が楽しめるところ）が充

実している駅前

④人が集えるオープンスペース（広場など）やベンチなどのある

ゆったりとした駅前

③図書館や習い事教室（塾など）のある学ぶところの多い駅前

②水や緑が多くある自然豊かな駅前

①電車を利用するのに便利なマンション・住宅地

●駅の西側のイメージとしては店舗等による、にぎわいの創出と 

交通結節機能の向上が望まれている。 

→ 

計：268 

計：102 
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●駅の東側のイメージとして、店舗や娯楽施設などによる 

にぎわいの創出が望まれている。 

40

44

54

0 20 40 60

⑨いろいろなお店（飲食店）がある外食に便利な駅前

⑧いろいろなお店（食料品）がある買い物に便利な駅前

⑦いろいろなお店（本屋、100円ショップなど日用品）があ

る買い物に便利な駅前

⑥バス・タクシー乗り場、自転車置き場などがある電車を利用

するのに便利な駅前

⑤娯楽施設（カラオケ、アニメ、ゲーム等が楽しめるところ）

が充実している駅前

④人が集えるオープンスペース（広場など）やベンチなどのあ

るゆったりとした駅前

③図書館や習い事教室（塾など）のある学ぶところの多い駅前

②水や緑が多くある自然豊かな駅前

①電車を利用するのに便利なマンション・住宅地

21

0 5 10 15 20 25

⑨いろいろなお店（飲食店）がある外食に便利な駅前

⑧いろいろなお店（食料品）がある買い物に便利な駅前

⑦いろいろなお店（本屋、100円ショップなど日用品）がある買

い物に便利な駅前

⑥バス・タクシー乗り場、自転車置き場などがある電車を利用す

るのに便利な駅前

⑤娯楽施設（カラオケ、アニメ、ゲーム等が楽しめるところ）が

充実している駅前

④人が集えるオープンスペース（広場など）やベンチなどのある

ゆったりとした駅前

③図書館や習い事教室（塾など）のある学ぶところの多い駅前

②水や緑が多くある自然豊かな駅前

①電車を利用するのに便利なマンション・住宅地

計：101 

計：264 
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●駅周辺について、生活利便性は高いと感じているものの、都市基盤や自然景観、 

まちの活気についての満足度は高くない。 

●近鉄小倉駅について通学には便利であるとの評価があるが、駅周辺については中

学生の回答と同様に、都市基盤や自然景観、まちの活気についての満足度は高く

ないという傾向が見られる。 

Q:近鉄小倉駅周辺について感じること

項目
【満足】とてもあてはまる＋
どちらかといえばあてはまる

【否定的】あてはまらない＋
どちらかといえばあてはまらない

①道路の幅が広く通行しやすい 14.7% 65.1% 292

②駅が便利 43.4% 25.9% 297

③友達と遊ぶ場所が多い 29.8% 49.3% 292

④自然が豊か 23.0% 50.2% 291

⑤景観が美しい 13.9% 59.5% 294

⑥活気がある 14.7% 57.9% 292

⑦買い物が便利 38.3% 38.3% 295

⑧外食が便利 36.1% 43.2% 294

⑨治安が良い 25.8% 44.0% 291

回答割合

回答数

Q:近鉄小倉駅周辺について感じること

項目
【満足】とてもあてはまる＋
どちらかといえばあてはまる

【否定的】あてはまらない＋
どちらかといえばあてはまらない

①駅からの通学が便利である 46.9% 18.0% 633

②道路の道幅が広く通行しやすい 21.6% 41.1% 633

③駅の利用がしやすい 31.6% 20.2% 633

④友達と遊ぶ場所がある 15.4% 62.4% 635

⑤周りの自然が豊かである 7.9% 57.8% 635

⑥まちの景観が美しい 3.8% 64.4% 635

⑦まちに活気がある 11.0% 50.2% 634

⑧買い物が便利である 23.5% 42.2% 635

⑨外食するのに便利である 25.4% 43.1% 633

⑩治安が良い 10.3% 57.3% 634

回答割合

回答数
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●駅前広場（東） 

»商業施設や住居など周辺環境と調和した施設で、にぎわいを創出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

144

147

143

0 20 40 60 80 100 120 140

⑬その他

⑫地震や水害など災害に強いまち

⑪豊かな農地がひろがる農業がさかんなまち

⑩娯楽施設（カラオケ、アニメ、ゲーム等）の充実したまち

⑨思わず写真を撮りたくなるような景観があるまち

⑧観光にたくさん人が来るようなまち

⑦旅行など遠方に行くためのアクセスが良いまち

⑥通学や買い物に行くための交通が便利なまち

⑤多くの人が集まるショッピングモールなどがあるまち

④歴史や伝統を大切にするまち

③安心して歩ける安全なまち

②近所の人々とのつながりがあるまち

①お年寄りや小さな子どもをもつ親に優しいまち

計：888

317

291

426

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

⑬その他

⑫地震や水害など災害に強いまち

⑪豊かな農地がひろがる農業がさかんなまち

⑩娯楽施設の充実したまち

⑨思わず写真を撮りたくなるような景観があるまち

⑧観光にたくさん人が来るようなまち

⑦旅行など遠方に行くためのアクセスが良いまち

⑥通学や買い物に行くための交通が便利なまち

⑤多くの人が集まるショッピングモールなどがあるまち

④歴史や伝統を大切にするまち

③安心して歩ける安全なまち

②近所の人々とのつながりがあるまち

①お年寄りや小さな子供をもつ親に優しいまち

●まちの将来イメージとして、「安心安全なまち」、「娯楽施設の充実したまち」を選択す

る回答が多くみられ「まちのにぎわいや都市機能の充実」が求められている。 

計：1912 
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301

323

225

0 100 200 300

⑮その他

⑭教育・文化・スポーツをさかんにする

⑬子どもを育てやすいまちづくり

⑫高齢者や障がい者が暮らしやすいまちづくり

⑪地域の活動やイベントに人が集まるようにする

⑩まちのにぎわいをもっと増やす

⑨駅の東西に移動しやすい駅をつくる

⑧駅の周りをきれいにする

⑦駅周辺のお店や商店街を盛り上げる

⑥公園や広場を増やす

⑤地震など災害への対策をする

④交通事故や犯罪を減らす

③バスなど公共交通機関を便利にする

②道路を広くする

①まちにある緑などの自然を守る

計：1913

109

114

121

0 50 100 150

⑮その他

⑭教育・文化・スポーツをさかんにする

⑬子どもを育てやすいまちづくり

⑫高齢者や障がい者が暮らしやすいまちづくり

⑪地域の活動やイベントに人が集まるようにする

⑩まちのにぎわいをもっと増やす

⑨駅の東西に移動しやすい駅をつくる

⑧駅の周りをきれいにする

⑦駅周辺のお店や商店街を盛り上げる

⑥公園や広場を増やす

⑤地震など災害への対策をする

④交通事故や犯罪を減らす

③バスなど公共交通機関を便利にする

②道路を広くする

①まちにある緑などの自然を守る

計：897

●「駅周辺のお店や商店街を盛り上げる」が多くみられ、既存商店等に対するまちのにぎわ

い創出への期待がみられる。また、「駅の周りをきれいにする」「道路を広くする」など、まち

の美化や都市機能の充実にも力をいれるべきと考える生徒が多い。 
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132
88

88

197

0 50 100 150 200

⑱その他

⑰まちなかでのイベント（お祭りなど）

⑯地元の人たちと交流できる場所

⑮木陰やきれいな川

⑭川の近くで遊べる場所

⑬小さい子どもたちが遊べる場所

⑫子育ての施設（保育所や幼稚園など）

⑪駐輪場

⑩塾

⑨娯楽施設（カラオケ、アニメ、ゲーム等）

⑧スポーツ施設（運動場など）

⑦文化施設（図書館など）

⑥飲食店（ファミリーレストランなど）

⑤ファッション、雑貨等のお店

④手作りパン屋、カフェ、マルシェなど

③大型ショッピングモール

②スーパーやドラッグストアなどの日用品

①コンビニエンスストア

計：899

●まちに望むものとして、「大型ショッピングモール」、「娯楽施設」、など 「まちのにぎわい

につながる商業施設等の充実」が必要だと考える生徒が多い。 

300

282

300

0 100 200 300

⑱その他

⑰まちなかでのイベント（お祭りなど）

⑯地元の人たちと交流できる場所

⑮木陰やきれいな川

⑭川の近くで遊べる場所

⑬小さい子どもたちが遊べる場所

⑫子育ての施設（保育所や幼稚園など）

⑪駐輪場

⑩塾

⑨娯楽施設（カラオケ、アニメ、ゲーム等）

⑧スポーツ施設（運動場など）

⑦文化施設（図書館など）

⑥飲食店（ファミリーレストランなど）

⑤ファッション、雑貨等のお店

④手作りパン屋、カフェ、マルシェなど

③大型ショッピングモール

②スーパーやドラッグストアなどの日用品のお店

①コンビニエンスストア

計：1901
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自由記述 1年 2年 3年 総計

一度地下を通らなければ反対方向のホームへ行けないこと 13 17 17 47

急行が止まらない 4 15 6 25

トイレが汚くて使いにくい 5 5 8 18

改札が少ない 1 4 3 8

階段が不便 3 3 6

●駅について不便と感じることが「ある」と回答した生徒は約２割。 

●具体的には「一度地下を通らなければ反対方向のホームへ行けないこと」が最多、 

次いで「急行が止まらない」、「トイレが汚くて使いにくい」。 

330

0 50 100 150 200 250 300 350

3.利用しない

2.利用している(JR小倉駅)

1.利用している(近鉄小倉駅)

●城南菱創高等学校通学者の約５割が近鉄小倉駅を利用。 

計：634 

1年 （割合） 2年 （割合） 3年 （割合） 総計 （割合）

ある 39 (18.1%) 46 (21.8%) 41 (19.6%) 126 (19.8%)

ない 177 (81.9%) 165 (78.2%) 168 (80.4%) 510 (80.2%)

総計 216 (100.0%) 211 (100.0%) 209 (100.0%) 636 (100.0%)
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１）目的 
近鉄小倉駅周辺地区における商業の現状や今後のあり方等について商業関係者がどのような意識・

考えを持っているかなどについてアンケート調査の手法を用いて確認する。 

 

２）実施概要 
 

＜実施内容＞ 

●アンケート調査対象 

近鉄小倉駅周辺地区（近鉄小倉駅よりおよそ半径 1km の範囲。）の店舗等商業施設 

（小売業、飲食業、サービス業等） 

 

●アンケート調査期間 

   令和３年２月 1 月末～2 月中旬 

 

●アンケート調査 : 主に Web 形式での回答とし、アンケート URL を以下のとおり配布・周知 

・商工会議所:80 部（会報に同封）  ・・・ 2/1 号 

・地域商店組合等              ・・・ 1/28 

・沿道配布:約 200 部              ・・・ 1/29、2/1 

    計:約 335 部（重複あり） 

 

 

３）アンケート結果と回答の傾向について 
全回答数:65 

回答率:およそ 20％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 商業者に対する意見聴取について 

40

0 10 20 30 40 50

無回答

法人（本社が宇治市外）

法人（本社が宇治市内）

個人事業主

●回答全体の 61.5％が「個人事業主」であり、「本社が宇治市内の法人事業所」の

26.2％と併せて、回答者の約 9 割が地元の店舗・事業所であった。 

計：65 
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17

0 5 10 15 20

無回答

６０歳以上

５０歳代

４０歳代

３０歳代

３０歳未満

36

0 10 20 30 40

無回答

２０年以上

１０年以上２０年未満

５年以上１０年未満

５年未満

38

0 10 20 30 40

無回答

２０人以上

１５～１９人

１０～１４人

５～９人

１～４人

●「40 歳代」以上の事業主に回答いただき、そのおよそ半数が「60 歳以上」。 

●営業年数は「20 年以上」の 55.4％が最多であり、回答全体の半数以上が 

⾧期間にわたって地域で営業されている事業所・店舗。 

●「1～4人」の58.5％が最多であり、回答全体の半数以上が比較的小規模な事

業所・店舗。 

計：40 

計：65 

計：65 
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43

41

52

0 10 20 30 40 50 60

無回答

不明

タクシー

電車・バス

自動車・バイク

自転車

徒歩

45

0 10 20 30 40 50

無回答

京都府外

宇治市外（京都府内）

宇治市内（上記除く）

近鉄小倉駅周辺地区

42

0 10 20 30 40 50

無回答

その他

わからない

廃業

地区外へ移転

経営縮小

経営拡大

現状維持

●顧客の来店手段は「徒歩」、「自動車・バイク」、「自転車」の順に多く、顧客のエリ

アとしては「近鉄小倉駅周辺地区」、次いで「宇治市内（小倉地区以外）」であ

り、回答者は近隣顧客をターゲットとする事業所・店舗が多い。 

●コロナ禍での売上・客数の減少が見られる中、今後の事業展開として「現状維持」

と考えている事業所・店舗が 64.6%で最多。 

計：160 

計：127 

計：65 
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34

42

0 10 20 30 40 50

無回答

その他

公園などの整備が進み、自然環境が良くなること

地区内の空き家の解消が進むこと

車道、駐車場の整備が進み、自動車での来訪がしやすくな

ること

歩道や自転車道、駐輪場の整備が進み、自転車での来訪が

しやすくなること

託児所や一時預かり施設などの整備が進み、子育て世帯が

出かけやすくなること

道路の段差解消などが進み、高齢者が駅周辺に出かけやす

くなること

駅前ロータリーの整備が進み、バスやタクシーの利用が便

利になること

駅周辺でマンションなどの集合住宅が建設され、駅の乗降

客数が増加すること

文化的集客施設が建設されること

イベントができる広場や公共施設などの整備が進み、駅周

辺の集客力が向上すること

駅の東西の往来がしやすくなること

●「駅の東西の往来がしやすくなること」、「駅前ロータリーなどの整備が進み、バ

スやタクシーの利用が便利になること」が地区のにぎわい創出に必要だと考えら

れている。 

計：173 
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34

32

0 10 20 30 40

無回答

その他

活性化を促す専門家の活用

行政主導の計画立案、推進

空き店舗の解消

経営者等の高齢化、後継者問題の改善

各店の経営改善

地区内居住者の増加

集客が期待できる店舗や施設の整備・誘致

ファサード整備等のまちなみ整備

駐車場整備等の商業地区の基盤整備

周辺道路等のインフラ整備

交流・共同イベント等への行政支援

地区全体のネットワーク強化・イベント開催

●「集客が期待できる店舗や施設の整備・誘致」、「周辺道路等のインフラ整備」が

地区の商業を活性化するのに重要だと考えられている。 

計：174 


